
７
月
４
日
（
金
）
東
京
湾
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
蔵
波
）
に
て
、
第
２
回
目
と
な
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
福
祉
へ
の
理
解
を

も
と
め
、
も
っ
て
福
祉
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
趣
旨

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

朝
方
は
天
気
も
ぐ
ず
つ
き
ぎ
み
で
あ
っ
た
も
の
の

８
時
に
プ
レ
ー
ス
タ
ー
ト
！
　
昼
ご
ろ
に
は
天
気
も

回
復
し
、
腕
自
慢
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
１
５
０
人
に
よ
る

白
熱
し
た
プ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
（
O
B
や
バ

ン
カ
ー
に
入
れ
た
場
合
な
ど
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
附

金
と
し
て
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
）
な
ど
の
競
技

内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
中
に
は
82
歳

の
最
高
齢
の
方
も
お
り
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

夕
方
に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
実
行
委
員
長
よ
り

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
や
参

加
費
の
一
部
か
ら
３

７
５，

７
９
０
円
を

社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
の
貴
重
な
浄
財

は
様
々
な
福
祉
事
業

に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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ご
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
市
内

５
地
区
で
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
歌

や
踊
り
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
、

皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
盛
り
沢
山
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
金
婚
祝
い
（
結
婚
50
周
年
）

の
記
念
品
の
贈
呈
も
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

会場：袖ケ浦市民会館　時間：12時30分から
内容：日本舞踊・カラオケなど

昭和地区　対象者数：1,674名

会場：長浦公民館　時間：午後1時から
内容：日本舞踊・カラオケなど

長浦地区　対象者数：2,468名

会場：老人福祉会館　時間：午後1時から
内容：民謡・日本舞踊など

根形地区　対象者数：828名

会場：富岡分館　時間：午後1時から
内容：若山かずさショーなど

中川・富岡地区　対象者数：1,112名

会場：平岡公民館　時間：午後1時から
内容：若山かずさショーなど

平岡地区　対象者数：1,309名

そもそも敬老の日とは、農閑期の気候の良い9月
中旬の15日を「としよりの日」と定め敬老会を開
くようになったのが始まりです。1954年には「年
寄りの日」として国民の祝日として制定され、全
国で祝うようになりました。
その後、「としより」という表現は良くないとい
うことで、1964年に「老人の日」と改名され、1966
年に祝日法改正により、「建国記念の日」「体育の
日」と共に「敬老の日」として制定されました。
また、2001年の祝日法改正（ハッピーマンデー
制度の適用）で「体育の日」「成人の日」と同様に
移動祝日となり2003年から9月の第3月曜日を「敬
老の日」の祝日とするようになりました。
なお、「敬老の日」を第3月曜日に移すにあたり、
2001年に老人福祉法の改正により9月15日を「老人
の日」、同日より1週間を老人週間としました。
「敬老の日」をめぐる経緯は様々ですが、祝日
法では「敬老の日」の趣旨を「多年にわたり社会
につくしてきた老人を敬愛し、長寿を祝う」こと
としています。
つまり、長い間、社会の為につくしてきた高齢
者を敬い、長寿を祝うとともに、高齢者の福祉に
ついて関心を深め、高齢者の生活の向上を図ろう
という気持ちがこめられています。
～そのようなことから、袖ケ浦市でも敬老会を開
催する訳ですね～

昨年度、平岡地区で行われた永地子ども会によるよさこいソーラン踊りの様子昨年度、平岡地区で行われた永地子ども会によるよさこいソーラン踊りの様子昨年度、平岡地区で行われた永地子ども会によるよさこいソーラン踊りの様子昨年度、平岡地区で行われた永地子ども会によるよさこいソーラン踊りの様子昨年度、平岡地区で行われた永地子ども会によるよさこいソーラン踊りの様子昨年度、平岡地区で行われた永地子ども会によるよさこいソーラン踊りの様子昨年度、平岡地区で行われた永地子ども会によるよさこいソーラン踊りの様子昨年度、平岡地区で行われた永地子ども会によるよさこいソーラン踊りの様子昨年度、平岡地区で行われた永地子ども会によるよさこいソーラン踊りの様子昨年度、平岡地区で行われた永地子ども会によるよさこいソーラン踊りの様子昨年度、平岡地区で行われた永地子ども会によるよさこいソーラン踊りの様子昨年度、平岡地区で行われた永地子ども会によるよさこいソーラン踊りの様子昨年度、平岡地区で行われた永地子ども会によるよさこいソーラン踊りの様子昨年度、平岡地区で行われた永地子ども会によるよさこいソーラン踊りの様子昨年度、平岡地区で行われた永地子ども会によるよさこいソーラン踊りの様子昨年度、平岡地区で行われた永地子ども会によるよさこいソーラン踊りの様子昨年度、平岡地区で行われた永地子ども会によるよさこいソーラン踊りの様子

日録贈呈の様子目録贈呈の様子目録贈呈の様子目録贈呈の様子目録贈呈の様子目録贈呈の様子目録贈呈の様子日録贈呈の様子日録贈呈の様子日録贈呈の様子日録贈呈の様子日録贈呈の様子日録贈呈の様子日録贈呈の様子日録贈呈の様子目録贈呈の様子目録贈呈の様子

●対　　象：70歳以上の方（市内在住）
●主　　催：各地区社会福祉協議会
●問合せ先：袖ケ浦市社会福祉協議会

163-3888

10月1日～12月31日
―地域の福祉、みんなで参加―

今年も10月1日から赤い羽根共同募金が始まり
ます。ご寄付いただいた募金の一部は、市内の障
がい者のためのイベントや敬老会、福祉団体等の

助成にあてら
れます。
～皆様のご

協力をお願い
します～

赤い羽根共同募金
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を紹介します 

 

各
コ
ー
ス
の
紹
介

各
コ
ー
ス
で
最
も
参
加

者
が
多
い
の
が
運
動
コ
ー

ス
で
す
。
運
動
コ
ー
ス
の

ス
タ
ッ
フ
は
全
体
的
な
運

営
を
行
う
保
健
師
が
１

名
。
参
加
者
の
い
ろ
い
ろ

な
運
動
の
お
手
伝
い
を
す

る
運
動
指
導
員
が
４
名
。

補
助
指
導
員
が
４
名
の
計

９
名
で
長
浦
公
民
館
、
根

形
公
民
館
、
老
人
福
祉
会
館
、
平
川
公
民
館
を
会
場
に
行

っ
て
ま
す
。
時
間
は
１
回
２
時
間
程
度
で
す
。

期
間
は
１
コ
ー
ス
14
回
で
お
よ
そ
３
ヶ
月
か
か
り
ま

す
。始

め
の
一
月
目
は
導
入
期
と
し
て
、
参
加
者
の
お
体
の

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
主
に
姿
勢
の

バ
ラ
ン
ス
、
歩
行
能
力
、

柔
軟
性
な
ど
を
お
調
べ
し

ま
す
。
そ
し
て
座
位
、
イ

ス
上
で
軽
め
の
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

二
月
目
は
維
持
期
と
し

て
、
様
々
な
運
動
メ
ニ
ュ

ー
を
行
い
ま
す
。
例
え
ば

少
し
動
き
の
あ
る
ス
ト
レ

ッ
チ
と
し
て
、
肩
関
節
、

股
関
節
、
脊
椎
の
関
節
を
動
か
し
た
り
、
体
の
バ
ラ
ン
ス

能
力
向
上
及
び
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
、
下
肢
、
体

幹
を
中
心
と
し
た
腹
筋
、ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
三
月
目
の
発
展
期
と
し
て
、
総
合

的
に
い
ろ
い
ろ
な
体
操
を
組
み
合
わ
せ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
３
ヶ
月
間
の
評
価
と
し
て
、
体
の
形
態
測

定
や
体
力
測
定
を
最
初
に
行
っ
た
も
の
を
再
度
行
い
、
そ

の
結
果
を
基
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
、
今
後
の
体
力
・

運
動
機
能
に
関
し
て
必
要
な
こ
と
を
話
し
合
い
ま
す
。

こ
の
頃
に
は
、
参
加
者
全
員
が
お
友
達
に
な
り
、
会
場

内
も
笑
い
声
と
掛
け
声
が
絶
え
な
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
内
容
を
見
て
、
ス
ク
ワ

ッ
ト
や
る
の
？
と
驚
か
れ
た
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
あ
く
ま
で
も
こ
こ
に
書
か
れ
た
こ
と
は
一
部
の
内
容

で
あ
り
、
そ
の
日
に
行
う
内
容
は
、
参
加
者
の
そ
の
時
の

お
体
の
状
況
に
合
わ
せ
た
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
一
度
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

健
康
な
体
づ
く
り
は
食
事
か
ら
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

高
齢
者
に
と
っ
て
食
事
（
栄
養
）
の
も
つ
意
味
合
い
は
と

て
も
大
き
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

食
事
コ
ー
ス
の
ス
タ
ッ

フ
は
栄
養
士
２
名
が
参
加

者
の
食
事（
栄
養
）面
に
つ

い
て
お
手
伝
い
し
て
ま
す
。

会
場
は
根
形
公
民
館
、
平

川
公
民
館
の
調
理
実
習
室

な
ど
で
行
い
ま
す
。
時
間

は
１
回
２
時
間
程
度
で
す
。

期
間
は
１
コ
ー
ス
８

回
で
お
お
よ
そ
６
ヶ
月
か
け
て
、
参
加
者
の
嚥
下

え
ん
げ

（
の
み
こ
む
こ
と
）
機
能
に
つ
い
て
観
察
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
、
食
品
や
栄
養
の
知
識
、
咀
し
ゃ

く
（
か
む
こ
と
）、
献
立
の
立
て
方
、
実
際
に
自
分

で
立
て
た
献
立
の
調
理
実
習
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の

予
防
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
お
い
し
い
ご
飯
を
食
べ
る
た
め
に
は
、
口

腔
ケ
ア
を
き
ち
ん
と
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
口
し
っ
か
り
コ
ー
ス
の
ス
タ
ッ
フ
は
保
健
師
１
名
と

歯
科
衛
生
士
３
名
が
参
加
者
の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。

会
場
は
根
形
公
民
館
、
平
川
公
民
館
で
行
い
ま
す
。
時

間
は
１
回
２
時
間
程
度
で
す
。

期
間
は
１
コ
ー
ス
４
回
で
３
ヶ
月
か
け
て
参
加
者
の
口

腔
内
を
観
察
し
現
状
の
把
握
、
口
腔
清
掃
（
は
み
が
き
）

の
実
習
、
義
歯
の
着
脱
と
手
入
れ
、
健
口
体
操
、
嚥
下
・

誤
嚥
の
講
話
な
ど
を
行
い
、
口
腔
機
能
向
上
の
重
要
性
を

理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
口
腔

ケ
ア
に
よ
り
誤
嚥

ご
え
ん

性
肺
炎
や
口
腔
疾
病
の
予
防
に
つ
な
が

り
ま
す
。
本
人
の
健
康
増
進
の
た
め
に
も
と
て
も
大
切
な

こ
と
な
ん
で
す
よ
。

運
動
コ
ー
ス

運
動
コ
ー
ス

食
事
コ
ー
ス

食
事
コ
ー
ス

お
口
し
っ
か
り
コ
ー
ス

お
口
し
っ
か
り
コ
ー
ス
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袖ケ浦市社会福祉協議会では「シニア元気
塾」と併せて「袖ケ浦市生きがい活動支援通
所事業（いきいきサロン）」も市からの委託事
業として行っております。
この事業はお一人暮らしの高齢者の生きが

い対策として、孤立感の解消、自立の助長、
要介護状態の進行予防を目的としております。
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定例会に元気に集まる顔々。普段、何かと忙しく
過ごしているからでしょうか。この憩いの場を待ち
遠しく思っているようです。
永地シニアクラブの活動は、永地公民館の垣根の
刈込み掃除と、文珠菩薩堂境内の清掃を年2回行っ
ています。スポーツでは、ゲートボールをやってい
ますが、少人数のためにチームが作れず、他の地区
の方と一緒にチームを組んでいる状況です。少し前
までは、常勝チームで公民館には、優勝の賞状がい
くつも並んでいます。グランドゴルフをやってみたいという声もあり、新
たな活動として実現させたいと思います。
今年は4名の会員が加わりました。新しいメンバーで今後も楽しみな

がら頑張って活動していきたいです。

カラオケや踊り、ダンスなど
日頃の練習の成果を発表します。
ぜひおいでください。

日 時　10月6日（月） 9：45～15：30
場 所　袖ケ浦市市民会館　大ホール

永地シニアクラブ
会長 小幡　好昭

今回は息子の純平（現在12才）が小学校に入学する前のことをお
話します。
前号でお話ししました、好奇心旺盛・超多動のお陰で（？）たく
さんのことを学習した結果、年長さんの1年間は純平の大きな成長
を感じ、純平のことを周囲の皆さんに発信する第1歩となりました。
保育所では、純平が通っている親子教室の専門家の先生を保育所
に招いて、発達の様子、集団での純平の様子を見ていただきました。
「この1年純平君に、気持ちを表す言葉を毎日の生活の中でたくさん
育てましょう」とアドバイスいただいたそうです。自閉症の子供達
は、感情表現の言葉は言えても、概念が分からない（使い方が適当
でない）のです。上手な感情表現を教える為に
＜お散歩に出かけた時＞
お花を見ては・・・「わぁ～きれいなお花！！」
お花に鼻を近づけて・・「あ～いいにおい！！」など
毎日毎日丁寧に関わってくださいました。私も真似て頑張りました。
とかく、表現の少ない、感情表現を使いこなせない子供達ですが、お
陰で言葉も心も少しずつ豊かになり、気持ちも伝えられてきました。
そうしたことから、言葉は押し付けないでね。
担任以外の先生方も、送迎の私を見かけては「今日、純ちゃん○○出
来たんですよ」「『○○先生』って言ってくれました」（涙）等、子ども
の成長を本当に皆さんで喜んでくださり、駄目親とレッテルを貼られ
がちな発達障害児の母に、沢山の自信とパワーを下さいました。
こんな素敵な先生方がお手本で、それを見ている子どもたちの関
わりがあったからこそ、純平の大きな成長があったと思います。
小学校入学を、地域の小学校に選択しました。入学前に保護者の
皆さんに純平の障がいのことをお話する機会を保育所で設けていた
だきました。皆さんが理解して下さり、地域のスーパーで会った時
も温かく声をかけてくれるようになりました。「具体的に話してく
れて、何をしてあげれば良いか分かって良かったよ。家でも子供に
純ちゃんのことを話したの」等言っていただき、このことを通して、
周囲の人達に伝える大切さを感じました。
この頃、自閉症協会に入会しました。自閉症の特性を専門家から
学び、これまで純平が混乱したりパニックになった原因が「先の見
通しが利かない」「感覚過敏」等からだと、少しずつ見えてきまし
た。（次回へつづく）

小野幸子の

自閉症って
なーに？⑤
自閉症って
なーに？⑤
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新任民生委員・児童委員紹介新任民生委員・児童委員紹介
8月1日付けで厚生労働大臣から委嘱を受
け、次の地区で活動いたします。

迎村・渋田・白根・上久保田地区

入場
無料

＜対象者＞
介護保険法の要支援・要介護認定を受けていなく、おおむね65歳以上の　　
お一人暮らしの方です。
＜会　場＞
・袖ケ浦市老人福祉会館大広間　・平岡公民館視聴覚室
＜内　容＞
体を動かしたり、レクリエーションをしたり、お茶をしたり、
のんびり楽しく過ごします。

＜利用料金＞
・基本料：200円 ・送迎料：100円（片道）
・茶菓代：100円
＊送迎車がご自宅の近所まで伺います。

申込先・問い合わせ
市高齢者支援課　62－2111（代表） 社会福祉協議会　63－3888

入会ご希望の方、シニアクラブの活動に興味のある方は
お問合せください。

入会申込・問合せ 袖ケ浦市シニアクラブ連合会事務局
老人福祉会館　163-0824

会員による社会奉仕活動の様子会員による社会奉仕活動の様子会員による社会奉仕活動の様子会員による社会奉仕活動の様子会員による社会奉仕活動の様子会員による社会奉仕活動の様子会員による社会奉仕活動の様子会員による社会奉仕活動の様子会員による社会奉仕活動の様子会員による社会奉仕活動の様子会員による社会奉仕活動の様子会員による社会奉仕活動の様子会員による社会奉仕活動の様子会員による社会奉仕活動の様子会員による社会奉仕活動の様子会員による社会奉仕活動の様子会員による社会奉仕活動の様子
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たくさんのご寄附を
ありがとうございました

みなさまの善意を大切にし、
福祉事業に役立たせていただきます。
期間 平成20年6月～7月（順不同）

企業・団体・氏名（敬称略）

大間　那智子

袖ケ浦公園管理組合

小泉　義弥

袖ケ浦市福祉チャリティーゴルフ大会実行委員会

匿名

袖ケ浦市民謡舞踊連盟

金額（円）

100,000

33,000

1,000,000

375,790

50,000

200,000

ホビー バレンタイン

今夜はちょうど中秋の名月です。
秋の夜長、月見ができるといいですね。
ちなみに下の句は芭蕉がいにしえの今夜、芭蕉
庵にて月見の会を催したときの句です。
また、この「池」も、かの「蛙飛びこむ」古池で芭
蕉庵にあったものだそうです。（Ｙ）

＜今日の俳句 From 松尾芭蕉＞

名月や池をめぐりて夜もすがら

こ
の
講
習
会
は
、
手
話
に
関
す
る
初
歩
的
な

知
識
と
技
能
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
聴
覚

障
害
者
の
福
祉
増
進
の
た
め
、
7
月
30
日
か
ら

9
月
3
日
ま
で
の
全
10
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

講
師
は
千
葉
県
聴
覚
障
害
者
協
会
か
ら
派
遣

さ
れ
る
講
師
と
手
話
通
訳
者
に
よ
る
講
義
2
回

（「
手
話
を
学
ぶ
に
あ
た
り
」「
聾
者
の
生
活
」）と

実
技
講
習
8
回
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
市
内
在
住
在
勤
の
6
歳
か
ら
76
歳

の
方
ま
で
の
16
名
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

始
め
は
手
話
で
数
や
色
、
あ
い
さ
つ
な
ど
を
学

び
、
終
り
の
頃
に
は
短
い
会
話
を
手
話
で
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
か
な
か
単
語
を
覚
え
る
の
は
大
変
そ
う
で

し
た
が
、
根
気
よ
く
繰
り
返
し
て
練
習
を
重
ね

て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
実
技
講
習
で
は
相
手
に
分
か
り
や
す

く
自
分
の
手
話
を
伝
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
忘
れ
た
手
話
を
思
い
出
す
の
は
大
変
で
す

が
、
参
加
者
全
員
が
顔
見
知
り
に
な
る
ほ
ど
、
皆

で
教
え
合
い
な
が
ら
、
講
習
時
間
も
和
気
藹
々

と
楽
し
く
学
習
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

手
話
を
学
ぼ
う
と
す
る
気
持
ち
は
、
皆
そ
れ

ぞ
れ
で
す
が
、
手
話
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
地
域

に
お
住
ま
い
の
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
し
で
も
と
れ
る
よ
う
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、
発
達
障
が
い
児
・
者

を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
関
心
の
あ
る
方
を

対
象
に「
発
達
障
が
い
」に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
講

座
を
開
催
し
ま

し
た
。

全
3
回
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
、
1

日
目
は
基
調
講

演
「
発
達
障
が
い

っ
て
何
だ
ろ

う
？
」
と
し
て
、

袖
ヶ
浦
学
園
施

設
長
代
理
の
伊

藤
鉄
夫
氏
に
ご

講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
2
日
目
は「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
じ
め
の
一

歩
！
」
と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
君
津
地
区

自
閉
症
協
会
よ
り
植
田
照

美
氏
、
小
野
幸
子
氏
よ
り

日
常
生
活
の
こ
と
や
親
の

立
場
か
ら
様
々
な
ご
提
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
3

日
目
は
「
療
育
相
談
か
ら

見
え
た
こ
と
〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
し
て
市

原
市
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
の

請
井
征
力
氏
、

千
葉
県
社
会

福
祉
事
業
団

福
祉
サ
ポ
ー

ト
ち
ば
の
佐

伯
千
丈
氏
よ

り
貴
重
な
経

験
か
ら
の
講

話
と
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
発
達
障
が
い
者

に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行

え
る
か
皆
で
考
え
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
り
、
皆
が
暮
ら
し

や
す
い
街
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

今
年
の

夏
は
か
な

り
暑
か
っ

た
で
す
が
、

受
講
さ
れ

ま
し
た
皆

様
、
本
当

に
お
疲
れ

様
で
し
た
。
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下記の公開講座はすべての講座に参加できなくても（ひ
とつのみでも）理解できる内容となっております。どうぞご
参加ください。
参加方法　お電話の上ご参加ください。

163－3888（代表） 63－3988（直通）
ボランティアセンターまで

大人のためのボランティア養成講座が
開催されています

大人のためのボランティア養成講座が
開催されています

10月2日（木）
午後1時30分
～3時30分

「精神保健福祉ボランティアさんへのメッセージ」
講師：当事者の方

手話体験「目で見ることばとは？」
～聴覚障がいについて学ぼう～
講師：花澤　彌（袖ケ浦市聴覚障害者協会会長）

認知症サポーター養成講座
～認知症について学ぼう！～
講師：進藤文子（袖ケ浦ふれあい）

講義、手引きの練習
～視覚障がいについて学ぼう～
講師：大木冨士男（袖ケ浦市視覚障害者福祉協会）

「ほっとな話をしましょう！」
～縁側でおしゃべりを～
講師：伊藤英樹（縁側よいしょ）

11月6日（木）
午後1時30分
～3時30分

12月4日（木）
午後1時30分
～3時30分

1月8日（木）
午後1時30分
～3時30分

2月5日（木）
午後1時30分
～3時30分

※会場：全て袖ケ浦市社会福祉センター会議室を予定し
ています。（住所　袖ケ浦市飯富1604）


